
【林野庁木材産業課関係】
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木
材
の
利
用
促
進
及
び
Ｃ
Ｌ
Ｔ
の
活
用
に
つ
い
て

平
成
３
０
年
３
月
２
０
日

林
野
庁

木
材
産
業
課
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CL
T(

Cr
os

s L
am

in
at

ed
 T

im
be

r：
直
交
集
成
板

)と
は

Ｃ
Ｌ
Ｔ
（
ス
ギ
）

Ｃ
Ｌ
Ｔ
と

は
、

ひ
き

板
を
繊

維
方
向
が

直
交
す

る
よ
う

に
積

層
接

着
し

た
重

厚
な

パ
ネ

ル
。

欧
米

を
中

心
に

マ
ン

シ
ョ

ン
や

商
業

施
設

な
ど

の
壁

や
床

と
し

て
普

及
し

て
お

り
、

我
が

国
に

お
い

て
も

国
産

材
Ｃ

Ｌ
Ｔ

を
活

用
し

た
中

高
層

建
築

物
等

の
木

造
化

に
よ

る
新
た

な
木
材
需

要
の
創

出
に
期
待

。

CL
Tの

メ
リ
ッ
ト

ク
ロ
ス

ラ
ミ
ネ
イ
テ
ィ
ド

テ
ィ
ン
バ
ー

（
直
交
集
成
板
）
と
は

型
枠
職
人
等
熟
練
工
へ
の
依
存
が
少
な
く
、

工
期
の
縮
減
が
可
能

シ
ン
プ
ル
な
施
工

Ｃ
Ｌ
Ｔ
建
築
物
国
内

第
１
号
（
高
知
県
）

構
造
部
分
の
組
立
は

２
日
間
で
完
了

＝
工
期
の
大
幅
短
縮

CL
Tパ

ネ
ル
工
法
で
は
、
壁
（面

）で
建
物
を
支

え
る
構
造
の
た
め
、
施
工
が
容
易
で
頑
丈

施
工
が
容
易
で
頑
丈


従
前
、
木
造
で
中
高
層

建
築
物
を
建
築
し
よ
う
と

す
る
と
、
柱
を
太
く
す
る

な
ど
構
造
計
算
・
施
工

が
複
雑
と
な
る
等
の
課

題


CL
Tは

長
大
な
パ
ネ
ル

で
そ
れ
自
体
が
柱
で
あ

り
梁
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

設
計
上
比
較
的
容
易
に

建
物
と
し
て
の
強
度
の

確
保
が
可
能

CL
T

1枚
約

22
0k

g
（
1m
×

3m
×
厚
さ
18

cm
）

コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
品

1枚
約

50
0k

g
（
1m
×

3m
×
厚
さ
8.
5c

m
）

建
物
の
重
量
が
軽
く
な
り
、
基
礎
工
事
等
の

簡
素
化
が
可
能

コ
ン
ク
リ
ー
ト
よ
り
軽
い

積
層
接
着

1
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戦
後
の
国
土
緑
化

人
工
林
の
齢
級
別
面
積

現
在
の
状
況

写
真
提
供
：
山
梨
県

森
林
蓄
積
の
増
加

5.
6
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 H
7

14
19

24

人
工
林

天
然
林
等

（
億
㎥
）

（
年
）

森
林
資
源
は
、
こ
の
半
世
紀

で
約

倍
に
増
加

昭
和

年
第

回
植
樹
祭
（
山
梨
県
）

な
ぜ
木
材
を
利
用
す
る
の
か

～
国
内
の
森
林
資
源
は
利
用
期
～

資
料
：
林
野
庁
「
森
林
資
源
の
現
況
」
（
平
成

年
月

日
現
在
）

注
：
齢
級
（
人
工
林
）
は
、
林
齢
を
５
年
の
幅
で
く
く
っ
た
単
位
。
苗
木
を
植
栽
し
た
年
を
１
年
生
と
し
て
、
～

年
生
を
「
１
齢
級
」
と
数
え
る
。

注
：
森
林
法
第

条
及
び
第

条
に
基
づ
く
森
林
計
画
の
対
象
と
な
る
森
林
の
面
積
。

齢
級

～
年
生

以
上
の
人
工
林

％

齢
級

（
万

）

こ
の
ま
ま
推
移
し
た
場
合
、

平
成

年
度
末
に
は

約
５
割
に
達
す
る
見
込
み

２
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国
又

は
地
方

公
共
団
体

が
整

備
す

る
建
築
物

に
加

え
、

こ
れ
以
外

の
者

が
整

備
す
る
学

校
、

社
会

福
祉
施
設

（
老

人
ホ

ー
ム

、
保

育
所
、

福
祉
ホ
ー

ム
等

）
、

病
院
な
ど

も
本

法
に

お
け
る
「

公
共

建
築

物
」
に
該

当

・
低
層
（
３
階
建
て
以
下
）
の
公
共
建
築
物
は
原
則

全
て
木
造
化

・
内

装
の

木
質

化
・

備
品

・
消

耗
品

へ
の

木
材

使
用

・
木

質
バ

イ
オ

マ
ス

の
利

用
促

進

【
事
業
者
・

国
民
の

努
力
】

・
利

用
促

進
に

自
ら
努

力
・
施

策
へ

の
協

力

市
町

村
方

針

都
道

府
県

方
針

【
責
務
】

・
国
の
施
策
に
準
じ
た
施
策
の
策
定
・
実
施

・
公
共
建
築

物
等
へ

の
木

材
の
利
用

【
責
務
】

・
木
材
利
用

の
促
進

に
関

す
る
施
策

を
総
合

的
に

策
定

･実
施

・
自
ら
率
先

し
て
公

共
建

築
物
へ
の

木
材
の

利
用

・
必
要
な
法

制
上
の

措
置

そ
の
他
の

措
置

・
木
材
利
用

に
関
す

る
国

民
の
理
解

の
醸
成

国

責
務
】

地
方
公
共
団
体
等

基
本
方

針公
共
建
築
物
等
木
材
利
用
促
進
法
の
概
要

３

【
目
的
】

公
共
建
築
物
等
に
お
け
る
木
材
の
利
用
を
促
進
す
る
た
め
、
木
材
の
適
切
な
供
給
及
び
利
用
の
確
保
を
通
じ
た
林
業

の
持
続
的
か
つ
健
全
な
発
展
を
図
り
、
も
っ
て
森
林
の
適
正
な
整
備
及
び
木
材
の
自
給
率
の
向
上
に
寄
与
す
る
。

平
成

年
月

に
基

本
方

針
を

一
部

変
更

・
公

共
建

築
物

の
整

備
に

当
た

っ
て

は
、

Ｃ
Ｌ

Ｔ
や

木
質

系
耐

火
部

材
等

の
新

た
な

木
質

部
材

に
つ

い
て

活
用

を
促

進
す

る
旨

な
ど

を
新

た
に

規
定
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オ
フ

ィ
ス

ビ
ル

（
フ

ラ
ン

ス
）

共
同

住
宅

（
米

国
）

学
生

寮
（

カ
ナ

ダ
）

ホ
テ
ル
（
オ
ー
ス
ト
リ
ア
）

欧
州
に
お
け
る
Ｃ
Ｌ
Ｔ
の
生
産
数
量
の
実
績
と
今
後
の
推
計

暦
年

（
推
計
）

生
産
数
量
（
千
㎥
）

※
資
料

ウ
ィ
ー
ン
工
科
大
学

教
授
及
び

グ
ラ
ー
ツ
工
科
大
学

．
教
授
資
料
よ
り
作
成

海
外
に
お
け
る
Ｃ
Ｌ
Ｔ
の
建
築
事
例

４
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①
ぷ
ろ
ぼ
の
福
祉
ビ
ル我
が
国
に
お
け
る
Ｃ
Ｌ
Ｔ
の
建
築
事
例

②
介
護
老
人
保
健
施
設
八
祥
苑
（完

成
予
想
図
）

③
（
仮
称
）
南
東
北
春
日
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

④
ネ
ム
の
木
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
円
座

５
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総
合
窓
口
〈
取
組
全
般
に
関
す
る
こ
と
〉

Ｃ
Ｌ
Ｔ
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

＜
政
府
の
一
元
的
な
窓
口
＞
（
ど
こ
に
問
い
合
わ
せ
て
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
場
合
）

Ｃ
Ｌ
Ｔ
活
用
促
進
に
関
す
る
関
係
省
庁
連
絡
会
議
（
内
閣
官
房
内
）

電
話

【
民
間
団
体
】

（
一
社
）
日
本
Ｃ
Ｌ
Ｔ
協
会

電
話

【
国
の
機
関
】

（
ht
tp
:/
/w

w
w
.c
as
.g
o.
jp
/jp

/s
ei
sa
ku

/c
ltm

ad
og

uc
hi
/in

de
x.
ht
m
l）

Ｃ
Ｌ
Ｔ
活
用
促
進
に
関
す
る
各
省
庁
の
取
組

（
設
計
・
建
築
や
技
術
開
発
へ
の
支
援
等
）

設
計
・
施
工
に
関
す
る
相
談
、
技
術
者
向
け
講
習
会
の
案
内
等

６
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木
材
の
良
さ
調
湿
性
、
断
熱
性
、
や
わ
ら
か
さ

熱
伝
導
率

熱
伝
導
率

が
低
い

熱伝導率（）

図
：
材
料
の
熱
伝
導
率
（
測
定
値
、
常
温
、
気
乾
時
）

引
用
文
献
：
信
田
聡
：
解
説

木
と
健
康
・
解
説

地
球
環
境
問
題
と
木
材

（
財
）
日
本
木
材
総
合
情
報
セ
ン
タ
ー

引
用
文
献
：
山
田
正

編
木
質
環
境
の
科
学

単位面積当たりの吸湿量（） 図
：
各
種
ク
ロ
ス
、
合
板
、
石
膏
ボ
ー
ド
の
吸
湿
曲
線

℃
相
対
湿
度
（
％
）

調
湿
性
が
あ
る

熱
伝
導
率
が
低
い

図
：
住
宅
内
気
候
の
経
時
変
化

年
月

日
～

月
日

引
用
文
献
：
山
田
正

編
木
質
環
境
の
科
学
、
木
材
の
す
す
め

日
本
住
宅
・
木
材
技
術
セ
ン
タ
ー

、
則
元
京

他
木
材
研
究
資
料

実
寸
小
型
住
宅

一
室
家
屋

畳
棟
を
用
い
、
窓
及
び
ド
ア
を
除
く
全
内

壁
面
に
、

の
合
板
、
ビ
ニ
ー
ル

シ
ー
ト
を
そ
れ
ぞ
れ
張
り
、
住
宅
内
及

び
百
葉
箱
内
で
観
測
。

細
い
管
が
び
っ
し

り
並
ん
で
い
る
構
造

で
、
ク
ッ
シ
ョ
ン
の

よ
う
な
役
割
。

や
わ
ら
か
い

ガラス玉が割れる高さ（）

引
用
文
献
：
宇
野
秀
隆
「
建
築
ア
ラ
カ
ル
ト
」

カ
ラ
マ
ツ
の
３
断
面

湿度（％）
ガ
ラ
ス
玉内

装
が
木
材

合
板

で
あ

る
住
宅
内
で
は
、
湿
度
が
ほ

ぼ
一
定
と
な
っ
た
。

７
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木
材
の
良
さ
香
り
、
紫
外
線
を
吸
収

心
地
よ
い
香
り

樹
種

含
ま
れ
る
成
分

効
能

ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
、
ア
カ
マ
ツ
他

α
ピ
ネ
ン

リ
ラ
ッ
ク
ス

ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
、
ヒ
バ
、
ト
ド
マ

ツ
、
ア
カ
マ
ツ
他

リ
モ
ネ
ン

殺
菌
、
防
腐

表
：
樹
木
の
香
り
成
分
の
薬
理
効
果

引
用
文
献
：
太
平
辰
朗

森
林
の
香
り
、
木
材
の
香
り
（
生
物
資
源
研
究
シ
リ
ー
ズ

）

動かないダニの割合（％）

時
間

ヒ
バ
や
ヒ
ノ
キ
の
薄
板
を
畳
に
挟

み
こ
む
と
、
そ
の
香
り
に
よ
っ
て
、

ヤ
ケ
ヒ
ョ
ウ
ダ
ニ
の
行
動
が
抑
制
。

資
料
：
森
林
総
合
研
究
所

宮
崎
良
文
ら

目
に
や
さ
し
い

分光反射率（％）

光
の
波
長

ナ
ノ
メ
ー
ト
ル

木
材
は
、
目
に
有
害
な
紫
外
線
を

よ
く
吸
収
す
る
た
め
、
木
材
か
ら
反

射
す
る
光
に
は
ほ
と
ん
ど
紫
外
線
は

含
な
い
の
で
、
目
に
や
さ
し
い
。

引
用
文
献
：
木
を
生
か
す

財
日
本
木
材
備
蓄
機
構

８
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木
の
良
さ
リ
ラ
ッ
ク
ス
効
果
香
り
、
木
質
内
装

〈
ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
学
雑
誌

よ
り
〉

051015 心拍数（拍/分）

時
間
（
分
）

α-
ピ
ネ
ン

リ
モ
ネ
ン

対
照

PC
 作
業

-4-202

安
静

に
お
い

安
静

心拍数（拍/分）

生
後

～
ヶ
月
の
乳
児
に
木
の
香
り
成

分
で
あ
る
「
α
ピ
ネ
ン
」
の
香
り
を
嗅
が
せ

た
と
こ
ろ
、
心
拍
数
が
低
下
し
，
「
リ
ラ
ッ

ク
ス
」
状
態
に
な
る
こ
と
を
確
認
。

木
材
を
多
く
使
っ
た
居
室
で
は
、
ク

ロ
ス
貼
り
の
居
室
と
比
較
し
て
体
が
リ

ラ
ッ
ク
ス
す
る
こ
と
を
確
認
。

木
の
香
り
で

作
業
時
も
リ
ラ
ッ
ク
ス

赤
ち
ゃ
ん
も
木
の
香
り
で
リ
ラ
ッ
ク
ス

木
質
内
装
で
リ
ラ
ッ
ク
ス

針
葉
樹
の
香
り
成
分
「
α
ピ
ネ
ン
」
「
リ
モ

ネ
ン
」
が
、

作
業
中
の
心
拍
数
の
上
昇
を
抑

え
る
こ
と
を
確
認
。

〈
日
本
生
理
人
類
学
会
誌
第

回
大
会
要
旨
集
〉

被
験
者
は
男
女
乳

児
名
。

分
間
安

静
の
後
、
α一

ピ
ネ

ン
、
リ
モ
ネ
ン
、
空

気
（
対
照
〉
を
そ
れ

ぞ
れ

分
間
呈
示

し
、
そ
の
後
再
度

分
間
安
静
を
取
っ
た
。

こ
の
間
心
拍
数
等
を

連
続
的
に
測
定
。

心
拍
数
等
は

分
毎
の
平
均
値
を
算
出

し
、
に
お
い
呈
示
前
の
安
静
時
の
値
か
ら
の

相
対
値
と
し
て
分
析

被
験
者
は

代
男
性
大

学
生

名
。
心
拍
数
等
の

生
理
指
標
測
定
用
セ
ン

サ
ー
を
装
着
し
、

作
業

開
始
と
と
も
に
嗅
覚
刺
激

を
行
い
、

分
の

作
業

終
了
時
に
嗅
覚
刺
激
を
終

了
。

心
拍
数
等
は

分
毎
の
平
均
値
を
求
め
、

作
業
開
始
前

の
分
間
の
平
均
値
に
対
す
る
相
対
値
に
変
換
し
て
分
析

モ
デ
ル
木
造
住
宅
２
階

の
、
隣
接
し
た

部
屋
を

用
い
、

室
は
地
域
材
を

多
用
し
た
内
装
、
他
方
は

フ
ロ
ー
リ
ン
グ
の
み
が
木

質
材
料
と
い
う
内
装
。

被
験
者
は

代
男
性

名
、

室
に
入
室
し
た

際
の
視
覚
刺
激
と
嗅
覚
刺

激
に
よ
る
心
拍
数
等
の
生

理
応
答
を
計
測
。

〈
第

回
日
本
木
材
学
会
大
会
〉

９
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○
木
材
は
鉄
や
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
と
い
っ
た
材
料
に
比
べ
製
造
時
の
炭
素
放
出
量
が
大
変
少
な
い
省
エ
ネ
材
料
。
地
球

温
暖
化
防
止
に
大
き
く
貢
献
。

○
木
造
住
宅
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
住
宅
の
約
４
倍
の
炭
素
を
貯
蔵
し
て
い
る
。
炭
素
を
固
定
し
た
木
材
を

使
っ
て
い
る
木
造
住
宅
は
、
第
２
の
森
林
と
言
え
る
。

製
造
時
に
お
け
る
１
㎥
当
た
り
の
炭
素
放
出
量

住
宅
の
中
に
備
え
ら
れ
て
い
る
炭
素
量

木
材
の
地
球
温
暖
化
防
止
機
能
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○
土
砂
災
害
防
止
／
土
壌
保
全

・
表
面
侵
食
防
止

【
兆

億
円
】

・
表
層
崩
壊
防
止

【
兆

億
円
】
等

○
生
物
多
様
性
保
全

・
遺
伝
子
保
全

・
生
物
種
保
全

・
生
態
系
保
全

○
地
球
環
境
保
全

・
二
酸
化
炭
素
吸
収

【
兆

億
円
】

・
化
石
燃
焼
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
【

億
円
】

・
地
球
の
気
候
の
安
定

CO
2

O
2

○
物
質
生
産

・
木
材
（
建
築
材
、
燃
料
材
等
）

・
食
料
（
き
の
こ
、
山
菜
等
）

等

資
料
：
日
本
学
術
会
議
答
申
「
地
球
環
境
・
人
間
生
活
に
か
か
わ
る
農
業
及
び
森
林
の
多
面
的
機
能
の
評
価
に
つ
い
て
」
及
び
同
関
連
付
属
資
料
（
平
成

年
月
）

注
：
【
】
内
の
金
額
は
、
森
林
の
多
面
的
機
能
の
う
ち
、
物
理
的
な
機
能
を
中
心
に
貨
幣
評
価
が
可
能
な
一
部
の
機
能
に
つ
い
て
評
価
（
年
間
）
し
た
も
の
。
い
ず
れ
の
評
価
方
法
も
、
一
定
の
仮
定
の
範
囲
に

お
い
て
の
数
字
で
あ
り
、
そ
の
適
用
に
当
た
っ
て
は
注
意
が
必
要
。

○
水
源
涵
養

・
洪
水
緩
和

【
兆

億
円
】

・
水
資
源
貯
留
【
兆

億
円
】

・
水
質
浄
化

【
兆

億
円
】
等

○
保
健
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

・
保
養

【
兆

億
円
】

・
行
楽
、
ス
ポ
ー
ツ
、
療
養

○
快
適
環
境
形
成

・
気
候
緩
和

・
大
気
浄
化

・
快
適
生
活
環
境
形
成

○
文
化

・
景
観
・
風
致

・
学
習
・
教
育

・
芸
術

・
宗
教
・
祭
礼

・
伝
統
文
化

・
地
域
の
多
様
性
維
持

か
ん
よ
う

森
林
は
、
国
土
の
保
全
、
水
源
の
涵
養
、
生
物
多
様
性
の
保
全
、
地
球
温
暖
化
の
防
止
、
木
材
等
の
物
質
生
産
な

ど
の
多
面
的
機
能
を
有
し
て
お
り
、
そ
の
発
揮
を
通
じ
て
国
民
生
活
に
様
々
な
恩
恵
を
も
た
ら
す
「
緑
の
社
会
資
本
」
。

森
林
の
多
面
的
機
能

１
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